
年間授業計画　

高等学校 令和6年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

1

単元　文学から世界への見方を深め
る
「『虫めづる姫君』の観察眼」

【知識及び技能】
我が国の言語文化
ア　文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
カ　作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めるこ
と。
キ　設定した題材に関連する複数の
作品などを基に、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深めること。

【学びに向かう力、人間性等】
テキストや書籍を読み、作品や読書
の価値に気づくこと。

1　筆者は「姫君」をどのようにみ
ているか。「生きものを機械のよ
うに見」（358上・2）て、科学や
「異常で非常識な女性として」
（362上・3）みる文学との違いが
どこにあるのかを手がかりに考え
る。
2　筆者が「めづる」という言葉に
こだわるのはなぜか。考える。
3 「虫めづる姫君」を現代に生き
る価値のあるものとしてみている
のは、筆者のどのような考えから
か。まとめる。
4　テキストに関連したテーマを自
分で設定し、考察をまとめる。

〇 〇

【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感じ方、考
え方を捉えるとともに、作品が成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解
釈を深めている。
・設定した題材に関連する複数の作品などを
基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を
深めている。

【学びに向かう力、人間性等】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めたり、作
品に表れているものの見方、感じ方、考え方
を捉えるとともに、作品が成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を
深めたりすることに向けた粘り強い取り組み
を行う中で、自らの学習を調整しようとして
いる。

〇 〇 〇

5

定期考査

10

単元　読み手に興味をもたせる構成
や展開を工夫する
「冒頭書き出し例集」

【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や
修辞などの表現の技法について、体
系的に理解し使うこと。

【思考力、判断力、表現力等】
書く
イ　読み手の関心が得られるよう、
文章の構成や展開を工夫すること。

【学びに向かう力、人間性等】
様々なテキストにふれ、効果的な書
き出しの仕方について知り、自分の
作品に生かせるようにする。

１　テキストや様々な本の書き出
しについて情報を調べ、分析す
る。
２　互いに１の情報を共有し、今
後の創作活動に生かせるようにす
る。

〇 〇 〇

【知識及び技能】
文学的な文章における文体の特徴や修辞など
の表現の技法について、体系的に理解し使お
うとしている。

【思考力、判断力、表現力等】
・読み手の関心が得られるよう、文章の構成
や展開を工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
様々なテキストにふれる中で得た知識や技能
を元に、文章の構成や展開を工夫することに
向けた粘り強い取り組みを行う中で、自らの
学習を調整しようとしている。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

12

思 態
配当
時数

１
学
期

単元　〈執着〉する心を捉える
「山月記」
【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
イ　情景の豊かさや心情の機微を表
す語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにすること。

【思考力、判断力、表現力等】
作品を読むことを通して新たに形成
した自分の考えを、それまでの自分
の考えや他の読み手の考えと比較し
ながら、その共通点と相違点を整理
し広げたり深めたりする。

【学びに向かう力、人間性等】
語彙を豊かにし、テキストの読みを
深めるとともに、創作することで言
葉の価値に気づくようにする。

1 小説の基本的内容(人物、物語、
構成、語句)を読み取り、確認す
る。

２　小説についての疑問、よい表
現、自分や他作品との関連性、な
どについて考えを共有したり深め
たりする。

３　テキストを踏まえ、「変身」
をモチーフとし、「詩歌」を入れ
込んだ小説を創作する。

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について、体系的に理解し
使っている。

【思考力、判断力、表現力等】
・語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の
特色について評価することを通して、内容を
解釈している。
・読み手の関心が得られるよう、文章の構成
や展開を工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
文学的な文章の特徴や表現技法について、体
系的に理解し使ったり、内容を解釈したりす
ることに向けた粘り強い取り組みを行う中
で、自らの学習を調整しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

〇 〇 1定期考査

（1組：飯田）（2組：森）（3組：森）（4組：小野）（5組：小野）（6組：飯田）（7組：飯田）

国語 文学国語
国語 文学国語 3

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばす
とともに、創造的に考える力を養い、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

新文学国語(三省堂)

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。



1

〇 〇 〇 10

15

1

〇

【知識及び技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・文学的な文章を書くために、選んだ題材に
応じて情報を収集、整理して、表現したいこ
とを明確にしている。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。文学的な文章を書く
ために、選んだ題材に応じて情報を収集、整
理して、表現したいことを明確にしたりする
ことに向けた粘り強い取り組みを行う中で、
自らの学習を調整しようとしている。

〇 〇 〇 6

【知識及び技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感じ方、考
え方を捉えるとともに、作品が成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解
釈を深めている。

【学びに向かう力、人間性等】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特
徴などについて理解を深めたり、作品に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方を捉える
とともに、作品が成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めたり
することに向けた粘り強い取り組みを行う中
で、自らの学習を調整しようとしている。

〇 〇 〇

単元　心情の語り方を工夫する
「未知へ」 「夕焼け」 「売炭翁」

作家の人間像を捉える
 発展探究「正岡子規─もうひとつ
の顔」

【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ア　言葉には、想像や心情を豊かに
する働きがあることを理解するこ
と。

【思考力、判断力、表現力等】
書く
ア　文学的な文章を書くために、選
んだ題材に応じて情報を収集、整理
して、表現したいことを明確にする
こと。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉への意識を高め、言語感覚を豊
かにする。

1　作者や登場人物の心情を自由に
想像して、詩を一人称で語る文章
に書き換え、お互いに批評する。

2 「子規の二つの顔」とは、どの
ような顔か、また、なぜそのよう
な面が見えてきたといっているの
か、考える。
3　子規の絶筆三句の滑稽味につい
て、どのように捉えているか、考
える。

〇 〇

定期考査

単元　交流を通して文章を整える
 「ちりめんの赤色に映(はえ)る恋
の哀切」
「大和ことばの柔らかさ」（「たけ
くらべ」の書評）

【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
イ　情景の豊かさや心情の機微を表
す語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにすること。

【思考力、判断力、表現力等】
書く
エ　文章の構成や展開、表現の仕方
などについて、伝えたいことや感じ
てもらいたいことが伝わるように書
かれているかなどを吟味して、文章
全体を整えたり、読み手からの助言
などを踏まえて、自分の文章の特長
や課題を捉え直したりすること。

【学びに向かう力、人間性等】
相互評価によって、自分たちの文章
をよりよいものにしようとする。

1　教科書を読み、書評の書き方や
留意点について知る。
2　好きな本を選んで読み、書評を
書き、相互評価によって文章をよ
り向上させる。
3　有意義なフィードバックの仕方
を確認する。

定期考査

〇 〇

【知識及び技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の構成や展開、表現の仕方などについ
て、伝えたいことや感じてもらいたいことが
伝わるように書かれているかなどを吟味し
て、文章全体を整えたり、読み手からの助言
などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を
捉え直したりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し、文章の中で使うことを通して、語感を
磨き語彙を豊かにしたり、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこと
や感じてもらいたいことが伝わるように書か
れているかなどを吟味して、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行う中で、自
らの学習を調整しようとしている。

単元　叙述から心情を想像する
「こころ」
叙述の意味を解釈する
「物語もっと深読み教室」

【知識及び技能】
言葉の特徴や使い方
ウ　文学的な文章やそれに関する文
章の種類や特徴などについて理解を
深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
読む
オ　作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉えるとともに、
作品が成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ、作品の解釈を深
めること。

【学びに向かう力、人間性等】
テキストと自分、他の人の読みなど
を往還させながら、自分なりの読み
の可能性を広げていく。

１　小説の内容や主題、表現や構
造について、叙述を元にしながら
まとめる。
２　他の人の考えや他の関連する
文献なども参照しながら、自分の
読みを作っていく。
３　交流活動を通して互いの成果
を共有する。

〇 〇２
学
期



〇 〇 〇 〇 〇 〇

３
学
期

単元　極限の表現に迫る
 「永訣の朝」

【知識及び技能】
我が国の言語文化
ア　文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
読む
ウ　他の作品と比較するなどして、
文体の特徴や効果について考察する
こと。

【学びに向かう力、人間性等】
テーマについての詩のアンソロジー
を作る中で、詩の文学的特質と可能
性について理解を深める。

１　詩を解釈し、交流する。
２　作者についての背景を知り、
詩の理解を深める。
３　テーマを立てて詩文を集め、
アンソロジーを作成して発表し合
い、互いに批評する。

〇 〇

1

合計

83

定期考査

〇

【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・他の作品と比較するなどして、文体の特徴
や効果について考察している。

【学びに向かう力、人間性等】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めたり、他
の作品と比較するなどして、文体の特徴や効
果について考察したりすることに向けた粘り
強い取り組みを行う中で、自らの学習を調整
しようとしている。

〇 〇 〇 10

単元　文学の普遍性
「星の王子さま」
「卵を抱きながら。もしくは、くせ
になる翻訳」
「文学の未来」

【知識及び技能】
我が国の言語文化
ア　文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めること。

【思考力、判断力、表現力等】
読む
オ　作品に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉えるとともに、
作品が成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえ、作品の解釈を深
めること。
カ　作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めるこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
翻訳文学の価値を認識するととも
に、文学そのものの意義について考
えを持てるようにする。

1 「王子さま」はどのような人物
として描かれているか、考える。
2 「この世でたったひとりの人に
なる」（375上・7）という言葉と
関連づけて捉えると、「仲よくな
る」（374下・16）というのは、ど
ういうことを示唆しているか、考
える。
3 「かんじんなことは、目には見
えない」（379上・4）という言葉
は、何を伝えようとしているか、
また、人間の世界をどのように見
ていると考えられるか、考えをま
とめる。

4　今までに読んだ翻訳作品とその
印象について交流する。
5　ドイツ文学の翻訳者として、筆
者が感じている苦労と楽しみとは
どのようなものか、考える。
6　「文学の未来」を読み、自分に
とっての文学の意義について、こ
れまでの学習を踏まえて考察す
る。

【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感じ方、考
え方を捉えるとともに、作品が成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解
釈を深めている。
・作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を深めている。

【学びに向かう力、人間性等】
翻訳文学の価値を認識するとともに、文学そ
のものの意義について考えを持とうとしてい
る。作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社
会、自然などに対するものの見方、感じ方、
考え方を深めることに向けた粘り強い取り組
みを行う中で、自らの学習を調整しようとし
ている。

10


